英文法のまとめ
１be動詞と一般動詞

　・be動詞（is, am, are…）の意味 ①イコール　②いる、ある

　・be動詞と一般動詞は一緒に使わない。（英語では１つの文に動詞は１つ。）

　・一般動詞の否定文・疑問文にはdo, does, didを使う。うしろは原形にする。

　・三単現のs　　　→主語がhe, she, itなどのときに動詞にｓをつける。

２命令文

　・主語を書かずに動詞の原形ではじめる文。
Open the window.

　　＜意味＞～しなさい、～してね、…　

　・否定の命令はDon’tで始める。

Don’t open the window.

　・ていねいにするときはpleaseをつける。
Please open the window.

　・「いっしょに」のときはLet’s

Let’s study math.

　・形容詞は「be＋形容詞」で文をはじめる。
Be kind to old people.

　・命令文＋and…「～しなさい、そうすれば…」　orだと「さもないと」

３進行形

＜意味＞～している、していた、…

＜ 形 ＞be動詞＋一般動詞のing

I am reading a book now.

４助動詞　後ろは動詞の原形
・will～

＜未来形＞～するつもり、～するでしょう、（訳さない）＝be going to

・can～

～できる(＝be able to),Can I～＝してもいい？,Can you～＝して下さい　

・could～

canの過去形（～することができた）

・may～

～してもいい、～かもしれない

・must～

～しなければいけない(＝have to～)、～にちがいない

･must not～
～してはいけない（禁止）　  don’t have to～　～しなくてもよい

・Shall we～？
いっしょに～しよう　＝Let’s～

・Shall I～？
私が～してあげましょうか

・Will you～？
～してくれませんか　＝Would you ＝ Could you ＝please

・would like to～
～したい　＝want to～

・should

～するべき

５不定詞

＜形＞to＋動詞の原形

＜意味＞①～すること


I like to play the guitar.

②～するための（訳さなくてOK）
I have some water to drink.
　　　　　　③～するために


I went to Canada to study English.
　
④～して（感情の原因）

I’m happy to hear the news.

　　　　　※something to eat「何か食べるもの」

６動名詞

＜形＞～ing



＜意味＞～すること（名詞の一種）  

I like playing the guitar.


「こと」の区別

 

want

　　　like

enjoy


hope, wish
start  begin

finish
        
decide, try



stop
７比較　

1 原級を使った比較１

＜形＞as+原級+as…　＜意味＞…とおなじくらい～

　(例)She can run as fast as Mika.　(彼女はミカと同じくらい速く走れる)

2 比較級を使う比較

＜形＞比較級＋than…　＜意味＞～よりも…

　(例)Canada is larger than Japan.  (カナダは日本より広い)

3 最上級を使う比較

＜形＞the＋最上級＋in(またはof)

　(例)Jane is the tallest girl in my class.　(ジェーンはクラスで最も背の高い少女です)

　※特別な変化　good－better－best　　well－better－best

８受動態　

＜形＞be＋過去分詞

＜意味＞～される、された、されている

★能動態　　　     　　　　Tom broke the window.（トムが窓を割った）

（～は…する）

★受動態          The window was broken by Tom. （窓はトムに割られた）

（～は…される）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９接続詞
・when～

～のとき

When I was going home, I met Hiro.

・if～

もし～なら
If you practice hard, you will pass the test.

・because～
～なので

Because I was very sleepy, I went to bed.

・that～

～と（いうこと）
I know that Jenny likes him.

10現在完了

＜形＞have＋過去分詞

＜意味＞①経験（～したことがある）
I have visited Kyoto before.



②継続（ずっと～）

I have been in Japan for two years.


③完了（～した、してしまった）I have already written the letter.

（よく使う語句）
ever（今までに）、never（一度も～ない）、once（一度）、～times（～回）



for（～の間）、since（～以来）



just（ちょうど）、already（もう[肯定文]）、yet（まだ[否定文]、もう[疑問文]）

11不定詞の応用

　①what to原形　「何を～したらよいか」、when to原形「いつ～したらよいか」

　　where to原形「どこへ～したらよいか」、how to原形「～のやり方」

　②It is＋形容詞＋to原形「～することは…です。」
It is easy to read the book.

　　　動作をする人は「for人」としてtoの前。
     It is easy for me to read the book.

　③ask人to原形「～に…するように頼む」

I asked her to but that pen.

　　　want人to原形「～に…してほしい」

I want you to open the box.

　　　tell人to原形「～に…するように言う」

She told me to clean the room.

　④too形容詞to原形「～すぎて…できない」

It’s too cold to get up.


＝so形容詞that主語can’t～

12関係代名詞

　関係代名詞は「～な」の意味で２つの文をつなぐ働き。


(例)　I have an uncle. ＋　He lives in Canada.

→I have an uncle who lives in Canada.私には(who lives in Canadaな)おじがいる。

※目的格の関係代名詞（３番目）は省略できる。

　　The book [which] I read yesterday was interesting.

13分詞

　・分詞は形容詞の一種（名詞を修飾する）→意味は「～な」

　　①現在分詞(～ing)　→「…している～」


I spoke to the man walking on the wall.　

　　②過去分詞(～edなど)　→「…された～」、「…した～」


I have a bike made in China. 

　・分詞１語のときは名詞の前、２語以上のときは名詞の後ろ。


I know the sleeping dog.
→　I know the dog sleeping over there.

14間接疑問文・付加疑問文

　・間接疑問文→文の中に疑問文が入っている。　　
I know who he is.

   主語＋動詞の順番（肯定文の順番）になる。

Tell me where he lives. 

　・付加疑問文（～だよね）→疑問文にしてnotを入れ、最初の２語を追加する。

　　　You are 15.→You are 15, aren’t you?
 15その他、文型
・there is～
～がある


There is a ball in the box.

・give Ａ　Ｂ
ＡにＢをあげる。

I will give him a present.

・makeＡ　Ｂ
ＡをＢにする（させる）　
The news made us happy.
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　・一般動詞の否定文・疑問文にはdo, does, didを使う。


→do, does, didのうしろは


。

　・三単現在のs　　　→主語がhe, she, itのときに動詞に
をつける。

２命令文

　・主語を書かずに



ではじめる文。


　・否定の命令は

で始める。



　・ていねいにするときは

をつける。


　・「いっしょに」のときは





　・形容詞は「be＋形容詞」で文をはじめる。


３進行形
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４助動詞　後ろは　　　　　　の　　　　　
・　　　　　　　　　　　～
＜未来形＞～するつもり、～するでしょう、（訳さない）
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～しなければいけない　＝have to～

・　　　　　　　　　　　　　　～
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６動名詞

＜形＞
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 start, want, enjoy, like, try, finish, begin, stopを次の図の中に書こう。
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10現在完了

＜形＞

＋

。

＜意味＞①






②





③


（よく使う語句）

（今までに）、
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（～の間）、
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（ちょうど）、
　　（もう[肯定文]）、
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11不定詞の応用

　①　


「何を～したらよいか」　　　


「～のやり方」

　②




「～することは…です。」


　③


「～に…するように頼む」



　　　


「～に…してほしい」



　　　


「～に…するように言う」



　④



「～すぎて…できない」


12関係代名詞

　関係代名詞は「～な」の意味で２つの文をつなぐ働き。


※



は省略できる。

　　The book [which] I read yesterday was interesting.

13分詞

　・分詞は形容詞の一種（名詞を修飾する）→意味は「～な」

　　① 

 (～ing)　→「～している…」

　　②

 (～ed)　→「～された…」


　

・分詞１語のときは名詞の

、２語以上のときは名詞の

。
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15その他
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